
環境だより環境だより

折り込み紙
広報津

折り込み紙
広報津

　近年、充電式電池はその利便性の良さから、スマートフォンやゲー
ム機などの小型電子機器に多く使われています。しかし、強い衝撃や
過度な圧力によって発火する危険性があることから、充電式電池の分
別を守らないと、収集車や処理施設で火災が発生することがあり、非
常に危険です。充電式電池には右の３つのマークが表示されていて、
多いのはリチウムイオン電池です。

　写真のように、必ず端子部分をビニールテープ
等で覆い「危険ごみ」の日に出してください。透
明または半透明の袋に
入れて他の危険ごみ
(乾電池、スプレー
缶、ライター、蛍光
管、水銀式体温計)と
分けてください。

　充電式電池の
分別を守らない
と、写真のよう
に製品から発火
し、収集車や処
理施設の事故に
なり非常に危険
です。

　海岸や河川、山道の脇や空き地などに家電製品や家庭ごみ、事
業活動に伴って生じたごみ等を捨てる行為を不法投棄といいま
す。
　津市では、不法投棄対策として、巡回・監視する不法投棄防止
環境パトロールを実施していますが、不法投棄されたごみが新た
なごみを呼ぶケースなどがあり、不法投棄が後を絶たないのが現
状です。法律に反した身勝手な行動により土地の管理者や市民の
皆さんに迷惑をかける行為は許されません。
　きれいな津市を残していくために、皆さんからの情報提供が不
可欠です。通報にご協力ください。

　廃棄物の収集運搬には、「一般廃棄物収集運搬許可」「産業廃
棄物収集運搬許可」のいずれか、または両方が必要です。許可が
ないまま廃棄物を収集運搬してはいけません(家庭から出た一般廃
棄物を自分で津市の施設に持ち込む自己搬入などは除く)。不法投
棄は、このような収集運搬の許可がない無許可業者が行うケース
が多いと考えられています。
　無許可の不用品回収業者が、巡回や空き地などで回収した廃棄
物を不法投棄する事例も発生しています。
　自分たちが使っていたものが不法投棄されることを防ぐため、
廃棄物を業者へ引き渡す際は、収集運搬許可業者かどうかを確認
してから引き渡すようにしましょう。

　不法投棄が行われている、もしくは不法投棄をしようとしてい
るところを発見した場合は、下記連絡先へご連絡ください。
　また、通報時には、日時、場所、投棄者の性別・人数、投棄車
両の車種・ナンバー・色、投棄物などをお伝えください。
　きれいで住みやすい街を目指し、不法投棄の防止にご協力くだ
さい。
問い合わせ
・環境政策課　t229－3258
・津警察署　　t213－0110　　　
・津南警察署　t254－0110

不法投棄された廃棄物

　不法投棄をした者には、廃棄物の処理及び清掃に関する法律により、５年以下の懲役もしく
は1,000万円以下(法人の場合は３億円以下)の罰金、またはその両方が科せられます。

不法投棄防止環境パトロールの様子

火災が発生し、収集車内のごみを出して
消火した様子

　上記の製品は、充電式電池を取り外した
後、小型電子機器として市内のエコ・ス
テーション、環境政策課、各総合支所地域
振興課のいずれかへ持ち込んでください。
　また、携帯電話以外は、充電式電池を取
り外した後、「金属ごみ」として家庭ごみ
一時集積所に出すか処理施設へ持ち込むこ
ともできます。
　携帯電話は市内のエコ・ステーション、
環境政策課、各総合支所地域振興課のいず
れかへ持ち込んでください。

　上記の製品は、無理に外そうとせず、小型電子機器とし
て市内のエコ・ステーション、環境政策課、各総合支所地
域振興課のいずれかへ持ち込んでください。
　また、スマートフォンとノートパソコン以外は、「危険
ごみ」として家庭ごみ一時集積所に出すか処理施設へ持ち
込むこともできます。危険ごみ(乾電池、スプレー缶、ラ
イター、蛍光管、水銀式体温計、充電式電池・取り外しが
困難な製品)は品目ごとに袋を分けて出してください。
　スマートフォンやノートパソコンは、市内のエコ・ス
テーション、環境政策課、各総合支所地域振興課のいずれ
かへ持ち込んでください。
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早期発見が早期解決につながります！
通報にご協力をお願いします。

出典：経済産業省ホームページ


